
   イー・レンジャーのかわら版 （2023年7月第86号） 
 

■ インボイス制度にまつわる⼩技３点 
 

今年 10 ⽉のインボイス制度導⼊まで残り３ヶ⽉。経理実務をやっていて驚くのは、 
いちどたりとも適格請求書というものをみたことがない（もらったことがない） 

ということ。不安ばかりが募ってしまいます。 
今⽉のかわら版では、きっと役にたつ⼩技を３つお届けします。 
 
（その１）適格請求書発⾏事業者登録番号（以下、登録番号）を調べる 
適格請求書発⾏事業者として登録する予定だった会社様、⼤⼿企業様は、現時点でほぼほぼ登録済
みのはずです。会社名がわかれば国税庁のサイト（下記）から法⼈番号が調べられますので、 

登録番号 = T ＋ 法⼈番号 
で登録番号がわかります。 
国税庁：法⼈番号公表サイト https://www.houjin-bangou.nta.go.jp/ 

 
図：国税庁：法⼈番号公表サイト 

 
（その２）通販サイトの運営会社を調べる 
下の図は、楽天市場のショップ。企業情報のページを⾒ると運営会社がわかります。 

通販の場合、特定商取引法により会社情報の開⽰が義務付けられています。 
会社名がわかれば（その１）の⽅法で登録番号がわかります（登録していないことも分かる）。 
「企業情報」とか「特定商取引に関する法律に基づく表記」というページを探しましょう。 

 
図：通販サイトには必ず企業情報が掲載されている 

 
（その３）エクセルで登録番号を共有するときには、別名も合わせて管理しましょう。 
例えば、通販サイト「モノタロウ」の運営会社は「株式会社ＭｏｎｏｔａＲＯ」というお名前。特
に通販ではこういうケースがありがちです。 
本名と⼀緒に別名が参照できるように管理しましょう。電帳法対応でも活⽤できるテクニックです 

 


